
藤

原

定

家

論

覚

え

書

細

谷

直

樹

一
、

人

と

作

品

二
、

秀

逸

体

観

一

新
古
今
時
代

に
、
否
和
歌
史
上

に
燦

然
と
ま
た
た
く
巨
星

の

一
つ
が
定
家

で
あ
る

こ
と
は
間
違

い
あ

る
ま
い
。

走

こ
ろ
が
、
そ

の
日
記

を
経
く

と
、
そ

の
代

表
作

と
な
る
秀
歌

を
数
多
く
詠
出
す

る
時
期

に
、
詠
歌
す

る

こ
と
の
苦
痛

を
訴
え
、
和
歌

に
対
す

る
興
味
を
完
全

に

喪

失
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、

こ
れ

は
逆
説
的

な
言
辞

で
あ
り

、

口
で
は
苦
し
く

て
詠

め
ぬ
詠

め
ぬ
と
言

い
な
が

ら
実

は
詠
む

こ
と
が

楽

し
く

て
楽

し
く

て
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
心

の
眼

は
口
先

の
絶
望
な
ど

に
曇

ら
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
和
歌

の
深
奥
所
を
凝
視

し
、

一
歩

々

々
確
実
な
足
取

り
で
そ

の
深
奥
所

に
迫

っ
て
行
く
、
歌

人
と
し
て
は
最
も
幸
福

な
、
最

も
充
実

し
た
時
期

と
思

っ
て

い
た
。

と

こ
ろ
が
、

定
家

の
歌
人

と
し

て
の
生
涯

の
歩

み
を
丹
念

に
調

べ
る
と
、
ど
う
も
そ
う

で
は
な

い
ら

し
い
。

そ

の
絶
望

は
心

の
底

か
ら
も
ら
さ
れ
た
正

真
正
銘

の
絶
望

で
あ
り
、

こ
の
絶
望

の
坤

吟
苦
思

の
中

か
ら
、
そ

の
代
表
作

と
な

る
秀
歌

を
生

み
出
し
て

い
る

の
で
あ

る
。

定
家
が
日
記

「
明
月
記
」
で
、
和
歌

に

対

し
て

「
無

レ
興
」
と
記

し
た
最
初

は
建

久
七
年

(
三
十
五
才
)
三
月

一
日

の
内
大
臣
良
経
家

の

「
後

初
度
作
文
和
歌
会
」

に
列

し
て
で
あ
り
、

「
心
中
無

」興
、
祝
歌
弥
不
レ
堪
無
レ
術
L
と
あ
る
。

し
か
し
、
家
集

「
拾
遺
愚
草

」

の

藤

原

定

家

論

覚

え

書

一
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人

文

研

究

第
三
十
四
輯

員

外

に

「
自
二
文
治
建
久

一
以
来
、
称

二
新
儀
非
拠
達
磨

歌

噛、
為
二
天
下
貴
賎

一被

レ悪

、
已
欲
二
棄
置

こ

と
記

し
て

い
る
点

に

注
意
す

る

と
、
現
存

の
明
月
記

に
は
文
治
年
間

(
二
十
四
才
-

二
十
八
才

)

で
は
、
四
年

の
四
月

二
十

二
日
と
二
十
四
日
、

九
月

二
十
九
日

の
三

日
間

の
記
事

し
か
な
く
、
建
久
年
間

(
二
十
九
才
」

三
十

七
才

)

で
も
、
元
年
、

四
年

、
五
年
、

六
年

の
記
事

が
欠
け

て

い
る
の
で
、

実

証

は

し
が

た

い
が
、

建

久

七
年

三

月

一
日
以
前

文

治

ま

で
湖

る
範

囲

の
日

録

に
も

、

「
無

レ
興

」

と
同

じ

意

味

の
語

が

書

き
付

け

ら

れ

て

い
た

で
あ

ろ

う

と
思

わ
れ

る
。

で
は
、
建

久

七
年

三

月

一
日
以
後

は
、

と

い
え
ぽ

、
明

月

記

に

は
、

【
甚
無

レ
興

」
「
甚

無

レ
益

」
「
詠

吟

風
情

尽

」

「
極
難

レ
堪

」

「
殆
廃

忘

」

な

ど

の
語

が

し
ぼ

し
ば

記

さ

れ
、

貞

永

元
年

(
七
十

一
才

)

七

月

に
光

明
峯

寺

摂

政

家

歌
合

の
判

者

を
勤

め

た
、

そ

の
折

の
後
記

に

は
、

「
七
旬

之
老

毫

病

膓

欄

然
。

百
番

之
優

劣

巳

迷

惑

難

・
決

。

窮
屈

之
筋

力

難

レ
待

一一披

講

之

終

一、

以

二
当

座

一猶

忘

二
興

味

一。

後

日
弥

迷

二
是

非

一。

不

レ
能

・
載

二
子

細

一。

定

可

・
招

二
其

嘲

一
欺

」

と

あ

り
、
そ

の
生

涯

の
詠

歌

は

文

字

通

り

の
坤

吟

苦

思

で
あ

っ
た

こ
と

を

知

る
。正

確

に
い
え
ば
建
久
七
年

三
月

一
日
以
後

、
推

測

の
範
囲
を
広

め
る
な
ら
、
文

治
以
後

の
定
家

の
生
涯

の
詠
歌

が
、
非
常
な
苦
痛
を
伴

う
堪
え
が

た

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
は
ま
ず
間
違

い
あ

る
ま

い
が
、

も
う
少
し
丹
念

に
彼

の
生
涯
を
調

べ
る
と
、
ど
う
も

こ
の
苦
し
み
は

文

治

の
前

の
寿
永

・
養
和

に
潮

る

こ
と

は
出
来

そ
う

に
な

い
。

治
承
四
年

(
十
九
才
)
九
月

に
、
定
家

は

「
世

上
乱
逆
追
討
難

レ
満

レ耳
不

レ
注

レ
之
。
紅
旗
征
戎
非

二
吾
事

一
」
(
世
間

で
は
し
き

り
に
源

平
争
乱

の
こ
と
が
取
沙
汰

さ
れ
、
自

分

の
耳

に
も
入

る
が
、

こ
ん
な

こ
と
は
記

さ
な

い
。
武
士

の
争
乱

な
ど
自
分

に
関
係
し

た
こ
と
で
は

な

い
)

と
明
月
記

で
言

い
切

っ
て
い
る
が
、
当
時

の
定
家

の
生
活
環
境

を
調
べ
る
と
、
次

の
こ
と
が
判
明
す

る
。

定
家

は
当
時
父
俊
成

の
邸

に
住

ん
で
い
た
が
、
地
頭

の
妨
害

の
少

な
か

っ
た
頃

の
こ
と

で
は
あ
り
、
吉
富

・
越
部

・
細
川

・
讃
良

・
志
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深

な
ど

の
諸
荘

を
所
有
し
た
俊
成

の
生
活
が
経
済
的

に
か
な
り
裕
福

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
こ
と

は
、
熊
野
神
社

に
三
河
国
竹
谷

・
蒲
形

の
両
荘

を
寄
進

し
、
山
階
寺
東
金
堂

・
南
円
堂

を
修
造

し
、
東
福
寺
南

明
院
を
建
立

し
、
経
済

的
負
担

の
大
き

か

'.
た
宮
廷
生
活

に
十
人

を
越
す
娘
を
出
仕

さ

せ
て

い
る
点

な
ど

か
ら
、
す

で
に
明

ら
か

に
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
の
年

の
七
月

に
も
、

二
月

に
は
類
焼

に
あ

い
な
が

ら
、
俊
成

が
痙
病

に
か
か

っ
た
時

、
不
動
尊
を
造
立

し
、
仏
厳
房

・
阿
証
房
を
招

い
て
戒
を
受
け
、
験
者

を
招
き
、
三
十
人

の
僧

に
大
般

若

を
読
ま

せ
て

い
る
。
ま

た
、
定
家

は
、
安
元
元
年

十
四
才

の

二
月

に
は
赤
斑

で
、
治

承
元
年

十
六
才

の

三
月

に
は
庖
瘡

で
、

二
度

ま

で
、
死

の
う
と
し
た

こ
と
が
あ
り
、

以
後
、
自
身

の

言
葉

に
よ
れ
ぽ
、

「
諸
根
多
狭
、
身
体
如

レ
無
」

で
あ

っ
て
、
若

い
時

か
ら
健
康
な

身
体

で
は
な

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
治
承
四
年

の
明
月
記

で
は
、

二
月

か
ら
十
二
月

ま
で
、
八
月

を
除

い
て
、
八
十
四

日
の
日
録
が
残

っ
て

い
る
が
、

二
月

二
十
三
日
、

同

二
十
六
日
、

三
月
四
日

の
日
録

に
、
咳
病

の
記
事
が
見
当

る
以
外
、
特

に
病
気

に
関

し
た
記
事

は
な

の

く
、
九
月

の
前

記

の
日
録
を
記
す

時

は
、
定
家

は
身

体
的

な
障
害

に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
は
な

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
、
官
位
も
、
安

元
元
年
十

二
月

八
日

に
は
、
十

四
才

で
侍
従

に
任
ぜ

ら
れ
、
治
承
四
年

一
月
五
日

に
は
、
十
九
才

で
、
俊
成

は
三
十

二
才

で
叙

せ
ら
れ

た

従

五
位
上

に
叙

せ
ら
れ
、
定
家

の
家
柄
と
し
て
は
、
順
調

な
昇
進

の
仕
方

で
あ

っ
た
。
更

に
伝
心
集

に
よ
れ
ば
、
治
承

三
年

二
月
九
日

に

は
俊
成

か
ら
古
今
集

の
伝
授

を
受
け
、
僻
案
抄

に
よ
れ
ば
、
治
承

の
頃

に
は
後
撰
集

の
口
伝
を
も
同
じ
く
父

か
ら
受
け

て
お
り
、
治
承
四

年

の
定
家

に
は
、

父
も
彼

に
御
子

左
家

の
家
業
を
継

承
さ
せ
ん
と
し
た
が
、
彼
自
身

に
も
、

こ
れ
を
継
承

せ
ん
と
す

る
心
構

え
は
も
は
や

出
来
て

い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

明
月
無

二
片
雲

一。

庭
梅
盛
開
、
芥
芳
四
散
。

家
中
無

・
人
、

一
身
俳
徊
。

夜
深
帰
二
寝
所

一。

燈
髪

髭
、
猶
無
二
付

・
寝

心

一。

更
出
二

南
方

一
見
二
梅
花

一之
間
、
…
…

右

の
記
事

は
治
承
四
年
二
月
十
四

日

の
明
月
記

の

一
部

で
あ

る
。

こ
こ
に
は
、
十

九
才

の
定
家

の
和
歌

の
道

に
生
き

る
自
信
と
美

へ
の
陶

藤

原

定

家

論

覚

え

書
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人

文

研

究

第
三
十
四
輯

酔

を

は

っ
き

り
感

じ
取

る

こ
と
が
出
来

る
が
、

こ
の
酔

い
痴

れ
る
ま

で
に
美

に
奉

仕

し
、

和
歌

の
道

に
生
き

る
者

の
自

信

は
、
前
述

の
恵

ま
れ
た
経
済
的
環
境

と
若

い
肉
体

と
順
調
な
官
位

の
昇
進

と
更

に
は
家
業
継
承

の
決
意
と

に
裏
打

ち
さ
れ

て

い
た

の
で
あ
る
。

「
紅
旗
征
戎
非
二
吾
事

一
」
と
言

い
切
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
踏

み
出

し
た
定
家

の
歌
人
と

し
て
の
第

一
歩

が
、
戦
乱

を
突
き
離

し
て
和
歌

一
筋

に
生
き
ん
と
す

る
自
信

に
充

ち
た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と

は
間
違

い
あ
る
ま

い
。
次

い
で

こ
の
第

一
歩

は
二
歩
、
三
歩
と
足
早

や

に
踏

み
出
さ
れ
、
寿
永
元
年

(
二
十

一
才
)

の
堀
河
院
題
百
首

で
、

父
母

は
そ

の
出
来
ば
え
を
見

て
喜

び

の
あ

ま
り
落
涙

し
、
人

々
か
ら
も
激

賞
さ
れ
、
得
意

の
絶
頂

に
登
り

つ
め
た
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の
絶
頂
期
も
、
定
家
自
身

の
言
葉

に
よ
る
と

「
但
件
人
望
僅

三
、

四
年
鰍
」

と

あ

っ
て
、

や
が

て
文

治

・
建
久

の
頃

と
も

な
れ
ぽ

、
前

記

の
よ
う

に
、
新
儀
非
拠

の
達
磨
歌

と

の
悪

評
を
受
け

て
、
敵

味
方

の
入
り
混
じ

っ
た
冷

い
歌
壇

の
殿
誉
褒

財

の
只
中

に
投

げ
込
ま
れ
、
次

い
で
建
久

の
末
か
ら
建
仁

に
か
け

て
、
身
体
的

に
も
、
経
済
的

に
も
、
官
位
昇

進

の
上

か
ら
も
、
最
悪

の
状
態
が

お
と
ず

れ

る
こ
と

に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
建
久
九
年

(
三
十
七
才

)
か
ら
建
仁

三
年

(
四
十
二
才
)

に

か
け
て

の
六
年
間

に
つ
い
て
記
述
す

る
と
次

の
よ
う

に
な

る
。

ま
ず
、

こ
の
六
年
間

の
定
家

の
身
体
的
状
況
を
調
べ
る
と
、
風
病

・
咳
病

・
痙
病

・
脚

気

・
腰
痛

・
腹

痛

・
腹
張

・
下
痢

・
目
腫

・
足

腫

・
足
瘡

・
石
癖

な
ど

の
病

苦

に
悩

ま
さ
れ
、

こ
の
六
年
間

の
明
月
記

の
記
載
日
数

一
、
三

一
八
日

の
う
ち

二
九
七
日
は
病

苦

の
記
事

で

埋

っ
て

い
る
。

ま
た
、

こ
の
間
、
地
頭

の
妨
害

に
よ

っ
て
、
吉
富

・
越
部

・
小
阿
射

賀

の
主
要

な
三
荘

か
ら

の
収

入
は
完

全

に
杜
絶

し
、

定
家

の
経
済
生
活
が
極
度

に
苦
し
か

っ
た

こ
と
は
、
明
月
記

の

正
治
元
年

(
三
十
八
才
)

四
月
二
十
四
日

に
は

「
蝸
盧
漏
湿
、
寝
所

失

レ

度
。
乱
代
貧
者
前

世
果
報
可

・
哀
」
と
あ
り
、
建
仁
元
年

(
四
十
才

)
十

一
月
三
十
日

に
は

「
歳
暮

已
迫
、
生
涯
空
過
。

心
中
冷

然
。

今

年
家
中
弥
闘
乏
、
更
無

二
為
方

一。
前
世

之
果
報
自
可

二
弾
指

一
云

々
」
と
あ

る

こ
と

か
ら
も

明
ら

か
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
間
、

正
治

二

年

八
月

二
十

六
日

に
は
初
度

院
百
首

の
成
績

に
よ

っ
て
内
昇

殿
を
許
さ
れ
、

同
年
十
月

二
十

六
日
に
は
は
か
ら
ず
も
正
四
位
下

に
叙

せ
ら
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れ
、
定

家

は

「
年

来
沈
論
、
出
仕
極
厚
顔
。
是
依
二
身
過

一也
。

不
・
可

・
怨
・
人
。

而
今
忽
不
レ
出

レ望
預

二
一
階

一
。
旧
労

不

・
空
。

極
心
恭
。

以

・
之
争

不
レ
励

二
奉
公

一乎
」

と
喜

ん
だ

の
も

つ
か
の
間
、

建
仁

元
年
十

二
月
二
十

二
日

の

京
官

の
除
目

に
は
、
中
将

転
任
を
懇
願

し
た

が
、
そ

の
願

は
達

せ
ら
れ
ず
、

「
只
富
有

之
者
買

レ
官
耳
」
と
あ
き

ら
め
ざ

る
を
得
な

か

っ
た
。

か
く

て
、

こ
の
病

苦
と
貧
困
と
官
位
遅
滞

の
八
方

ふ
さ
が

り
の
中

に
あ

っ
て
、
定
家

の
切

り
開

か
ん
と
し
た
唯

一
の
血
路

は
、
権
門

へ

の
阿
訣

に
よ

っ
て
、
官
位
昇
進

へ
と

つ
な
が

る
路

で
あ

っ
た
。
す

な
わ
ち
父

の
代

か
ら
恩
恵
を
う
ゆ

た
九
条
家

も
建
久

七
年

の
政
変

に
よ

っ
て
失
脚
す
れ
ぽ
、

こ
れ
を
失
脚
さ

せ
た
源
通
親

に
阿
訣

し
、
藤

原
兼
子

に
追

従

し
て
、
官
位
昇
進

を
哀
願

し
、
病
床

の
九
条
兼
実

を
も

長

く
見
舞

う

こ
と
は
な
か

っ
た
。
後
鳥
羽
院
御

口
伝

で

「
も

の
に
す
き

た
る
と

こ
ろ
な
し
」

と
評

さ
れ
た
定
家

の
和
歌

一
筋

に
生
き

る
か

に
見

え
る
匠
気
も
、
実

は
歌

を
抜
き

に
し
て

は
立
身

の
道
を
持

た
ぬ

「
家

の
人
」

の
悲
痛

な
あ
が
き

に
裏
打

ち
さ
れ
て

い
た
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
、
定
家

の
代

表
作

と
さ
れ

る
秀
歌

の
大
半

は
、
文
治

か
ら
建
仁

に
か
け
て

の
時
期
、
な

か
ん
ず
く
前

記

の
六
年
間

に
、
前
述

の
よ
う

に

「
無

レ
興
」

「
無

レ
益
」
な
ど

の
語

を
そ

の
日
記

に
書
き
付

け
な
が
ら
坤
吟
苦
思

し
て
詠
ま
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。

見

渡

せ
ぽ
花

も
紅
葉
も
な

か
り
け

り
浦

の
苫

屋

の
秋

の
夕
暮

(
二
十
五
才
)

忘

る
な

よ
宿

る
訣

は
か
は
る
と
も

か
た
み
に
し
ぼ

る
夜
半

の
月
影

(
二
十

五
才
)

帰

る
さ

の
も

の
と
や
人

の
な
が

む
ら
む
待

っ
夜

な
が

ら

の
有
明

の
月

(
二
Lー
六
才
)

さ
む
し
ろ
や
待

つ
夜

の
秋

の
風

ふ
け
て
月
を
片
敷

く
宇
治

の
橋
姫

(
二
十
九
才

)

年

も

へ
ぬ
祈

る
契
は
初
瀬
山
尾

の
上

の
鐘

の
よ
そ

の
夕
暮

(
三
十

二
才
)

面
影

も
別

れ

に
か
は
る
鐘

の
音

に
な
ら
ひ
悲

し
き

し
の
の
め
の
空

(
三
十

二
才
)

面
影

の
ひ
か
ふ
る
か
た
に
か

へ
り
み
る
都

の
山

は
月

繊
く

し
て

(
三
十

五
才
)

藤

原

定

家

論

覚

え

書
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人

文

研

究

第
三
十
四
輯

も
ろ
と
も

に
め
ぐ
り
あ

ひ
け

る
旅
ま
く
ら
涙
そ
そ
そ
ぐ
春

の
盃

(
三
十

五
才
)

春

の
夜

の
夢

の
浮

橋
と
だ
え
し
て
峯

に
わ

か
る
る
横
雲

の
空

(
三
十
七
才
)

霜

ま

よ
ふ
空

に
し
を
れ

し
雁
が

ね

の
帰

る

つ
ば

さ

に
春
雨
ぞ
降
る

(
三
十

七
才
)

梅

の
花

に
ほ
ひ
を
移
す
袖

の
上

に
軒
も

る
月

の
影
ぞ
あ

ら
そ

ふ

(
三
十
九
才
)

駒

と

め
て
袖
う
ち
払

ふ
か
げ
も
な

し
佐
野

の
わ
た
り

の
雪

の
夕
暮

(
三
十
九
才
)

消

え
わ
び

ぬ
う

つ
ろ

ふ
人

の
秋

の
色

に
身
を

こ
が

ら
し

の
森

の
下
露

(
四
十
才
)

ひ
と
り
寝

る
山
鳥

の
尾

の
し
だ

り
尾

に
霜

置
き
ま
よ
ふ
床

の
月
影

(
四
十
才
)

白
妙

の
袖

の
別
れ

に
露
落

ち
て
身

に
し
む
色

の
秋
風
ぞ
吹
く

(
四
十

一
才
)

病

苦
と
貧
困

と
官
位
遅
滞

の
八
方

ふ
さ
が
り

の
中
で
、
文
字

通

り
坤
吟
苦
思

し
な
が
ら
、

そ

の
代
表
作

と
な

る
秀
歌

を
生
み
落

し
て

い

っ
た
と

い
う

こ
と

は
、

一
体
如
何

に
し
て
可
能

な

こ
と
だ

っ
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
八
方

ふ
さ
が

り
は
定
家
を
和
歌

一
筋

の
道

に
追

い

込

み
、
追

い
込
ま
れ
た
彼

に
は
、
美

の
本

体
が

は

っ
き

り
見

え
す
ぎ

て

い
た
か
ら
あ
れ
だ
け

の
秀
歌
が
詠

め
た
の
で
あ
り
、
同
時

に
、

こ

の
見

え
す
ぎ

る

こ
と
が
詠
歌

の
苦

し
み
に
彼

を
坤
吟
さ

せ
た
の
だ
、

と
考

え
る

こ
と

は
、
論

に
飛
躍
が
あ
り
す
ぎ

る
で
あ

ろ
う

か
。

定
家

は
毎
月
抄

で
秀
逸
体

を
説

い
て
、

次

の
よ
う

に
記

し
て
い
る
。

ま
つ
歌

に
秀
逸

の
体

と
申

し
侍

る
べ
き
姿

は
、
萬
機
を
も
抜

け
て
、
も

の
に
と
ど

こ
ほ
ら
ぬ
が
、

こ
の
十
体

の
中

の
い
つ

れ

の
体

と

も
見

え
ず

し
て
、

し

か
も
其
姿
を
み
な
さ
し

は
さ

め
る
や
う

に
覚

え
て
、
余
情
浮

び
て
、

心
直

く
、
衣
冠

正

し
き
人

を
見

る
心
地
す

る

に
て
侍

る
べ
し
。
常

に
人

の
秀
逸

の
体
と
心
得

て
侍

る
は
、
無
文

な
る
歌

の
さ

は
さ

は
と
詠

み
て
、
心

お
く
れ
、

た
け
あ

る
の
み

申

し
な
ら
ひ
て
侍

る
、
そ
れ

は
不
覚

の
事

に
て
候
。

か
か
ら

ん
歌

を
秀
逸

と
だ

に
申
す

べ
く

は
、
歌
ご

と
に
詠
み
ぬ
べ
く
そ
侍
る
。
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詠

吟
事

き

は

ま

り
、
案

性

澄

み

わ

た
れ

る

中

よ

り
、
今

と

か
く

も

て
あ

つ
か

ふ
風

情

に
て

は
な

く

て
、

に

は
か

に
傍

よ
り

や
す

や
す

と

し
て
詠

み

い
だ

し
た

る
中

に
、

い
か

に
も

秀

逸

は
侍

る
べ

し
。

そ

の
歌

は
ま

つ

心
深

く

、

た
け

た

か
く

、

た

く

み

に
、
詞

の
外

ま

で
余

れ

る

や

う

に
て
、

姿

け

だ

か
く

、
詞

な

べ

て

つ
づ

け

が

た
き

が

、

し

か
も

や
す

ら

か

に
聞

ゆ

る

や

う

に
て
面

白

く
、

か
す

か

な

る

景
趣

立

ち
添

ひ
て
、

面
影

た

だ
な

ら
ず

、

け

し
き

は
さ

る

か
ら
、

心
も

そ

ぞ

ろ

か
ぬ
歌

に
て
侍

り
。

こ
れ

を
ば

わ
ざ

と
詠

ま
む

と

す

べ
か

ら
ず

。

稽
古

だ

に
も
入

り
候

へ
ば

、

自

然

に
詠

み

い
だ

さ

る

る
事

に

て
候

。

こ

こ
に
示

さ

れ

た
秀

逸
体

に

つ

い
て

は
次

節

「
秀

逸

体
観

」

に

お

い
て
考
察

す

る
が

、

こ

こ
か

ら
、

定

家

の
見

据

え

た
美

の
本

体

が

、

対

立

す

る
要

素

を
止

揚

し

た
彼

方

に
、

そ
れ

と
指

さ
す

こ
と

の
出

来

る
姿

で
存

在

す

る

「
実

」

な

る
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
、

ま
た
そ

れ

は
手

に
せ

ん
と
す

る
瞬

間

に
指

先

か
ら
す

り
抜

け

る

「
虚

」

な

る
存

在

で
あ

っ
た

こ
と
、
す

な

わ

ち
定

家

に
よ

っ
て
捉

え

ら
れ

た
美

は
、
最

も

は

か
な

い
も

の
が

最

も
確

か
な

も

の
と

し

て
存

在

す

る
世

界

で
、

も

の

の
み
ご

と

に
開

い
た
大

輪

の
花

で
あ

っ
た

こ
と
を

読

み
取

れ

る

の

で

は
な

か
ろ

う

か
。

こ
の
大

輪

の
花

は
見

れ

る

も

の
だ

。

し

か
し
、

手

に
す

る

こ
と

は
出

来

な

い
。

し

か
し
、

こ
れ

を

、

そ

の
花

と

一
枚

に
な

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

詞

つ
づ
き

の
妙

と

い
う
魔

術

を

使

っ
て
捉

え

ん

と

し
た

の
が

定

家

で
あ

っ
た
。

「
詠

吟
事

き

は
ま

り
、
案

性

澄

み
わ

た
れ

る

」

と

は
、

そ

の
花

と

一
枚

に
な

ら

ん

と
す

る
定
家

の
懸

命

の
努

力

で
あ

り
、

こ
の
努

力

は
、

詠

歌

主
体

は
そ

の
意

識

せ
ざ

る

深
層

裡

で
、

詠

歌

主

体

と

詠
歌

対

象

の
相
互

の
心

が

滲

透

す

る
世

界

に

ま

で
そ

の
心

(
詠

歌

主

体

の
表
現

す

る
心
)

を

深

め
る

こ
と
が

可

能

で
あ

っ
て

み
れ

ぼ

、
報

い
ら

れ

る
。

し

か
し
、

「
申

さ
ば
す

べ

て
詞

に
あ

し
き

も

な

く
、

よ

ろ

し
き

も
あ

る

べ

か
ら
ず

。

た
だ

つ
づ

け

が

ら

に
て
歌

詞

の

勝

劣
侍

る

べ
し

」

と
言

い
切

る
定

家

で

は
あ

る
が

、

詞

つ
づ

き

の
妙

と

い
う
魔

術

を
使

っ
て
も
、

一
枚

と

な

り
得

た
そ

の
花

を
表

現

し
、

手

に
す

る

こ
と

は
出

来

な

い
。

手

に
し
表

現

し
得

た
も

の

は
花

の
実

体

で

は
な

く

し
て
影

で
あ

る
。

前

記

の
代

表

作

と

さ

れ

る
秀
歌

も

、

藤

原

定

家

論

覚

え

書
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人
,
文

研

究

第
三
十
四
輯

後

人

の
眼

に
は
或

ば
花

と
も
見

え
よ
う
が
、
定
家
自
身

に
す

れ
ば
影

に
す
ぎ
な

い
。

こ
こ
に
定
家

の
焦
躁

と

絶
望

が

生
ず

る
。
と
同
時

に
、

こ
の
焦
躁

と
絶
望

は
、
裏
返

さ
れ

た
時
、
見

え
ぬ

の
に
見

え
る
ふ
り
を
す

る
亜
流

に

対
す

る
激

し
い

侮

蔑
感
情

に
な

っ
て

爆

発
す

る
。
近
代
秀
歌

の
次

の
記
事

を
読

め
ぽ
、

こ
の
こ
と

は
明

ら

か
で
あ

る
。

こ
の
頃

の
後
学
末
生
、

ま
こ
と

に
歌

と
の
み
思
ひ
て
、

そ

の
様
知
ら
ぬ

に
や
侍
ら
む
。

た
だ
聞

き

に
く
き
を

こ
と
と

し
、

や
す

か
る

べ
き

こ
と
を
ち
が

へ
、
離
れ
た
る

こ
と
を

つ
づ
け
て
、
似

ぬ
歌
を
ま
ね
ぶ
と
思

へ
る
輩
、
あ
ま
ね
く
な
り
に
て
侍
る

に
や
。

も

の
の
究
極

の
相

の
見

え
る
者

は
、
見

え
る
が
故

に
捉
え
ん
と
思

う
。
し

か
し
、

「
見

え

る

こ
と
」

は
主
客
合

一
の
無
意
識
界

で
の
純
粋

経
験

で
あ
り
、

「
捉

え
る

こ
と
」
は
主
客
分
離

の
意
識
界

で

の
表
現
行
為
で
あ

り
、
両
者

の
間

に
如
何

に
し
て
橋
梁

を
か
け
る

か
に
、
定

家

の
歌
人

と
し
て

の
生

涯
を
賭

し
た
苦
悩
が
あ

り
、

こ
の
苦
悩

の
中
か
ら
彼

の
代
表
作

と
さ
れ

る
秀

歌

の
大
半

は
生

み
落

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
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二

 

定

家

は
毎

月

抄

の
中

で
、
彼

の
抱

懐

す

る
秀

逸
体

観

を
明

ら

か

に

し
て
次

の
よ

う

に
記

し

て

い
る
。

ま

つ
歌

に
秀

逸

の
体

と
申

し
侍

る

べ
き
姿

は
、

萬

機

を

も
抜

け

て
、

も

の

に
と

ど

こ

ほ
ら

ぬ
が

、

こ
の
十

体

の
中

の

い
つ

れ

の
体

と

も
見

え
ず

し

て
、

し

か
も
其

姿

を

み
な

さ

し
は

さ

め

る

や
う

に
覚

え

て
、

余
情

浮

び

て

、

心
直

く
、

衣

冠

正

し
き
人

を
見

ゐ
心

地
す

る

に
て
侍

る

べ

し
。
常

に
人

の
秀

逸

の
体

と

心
得

て
侍

る

は
、

無
文

な

る
歌

の
さ

は

さ

は
と
詠

み

て
、

心

お
く

れ
、

た
け

あ

る

の
み

申

し
な

ら

ひ

て
侍

る
、

そ

れ

は

不
覚

の
事

に
て
候

。

か

か
ら

ん
歌

を
秀

逸

と
だ

に
申
す

べ
く

は
、

歌

ご

と

に
詠

み

ぬ

べ
く

そ

侍

る
。

詠

吟
事

き

は

ま

り
、

案
性

澄

み

わ

た
れ

る
中

よ

り
、

今

と

か
く

も

て
あ

つ
か

ふ
風
情

に

て

は
な

く

て
、

に

は

か

に
傍

よ

り

や
す

や
す



と
し
て
詠

み

い
だ
し
た
る
中

に
、

い
か

に
も
秀
逸

は
侍

る
べ
し
。

そ

の
歌

は
ま
つ
心
深

く
、

た
け

た
か
く
、
た
く
み

に
、
詞

の
外

ま

で
余
れ

る
や
う

に
て
、
姿

け
だ
か
く
、

詞
な

べ
て

つ
づ
け
が

た
き
が
、

し
か
も

や
す

ら
か

に
聞
ゆ

る
や
う

に
て
面
白
く
、

か
す

か
な

る
景
趣
立

ち
添

ひ
て
、
面
影

た
だ
な
ら
ず
、

け

し
き

は
さ
る
か
ら
、
心
も
そ
ぞ

ろ
か
ぬ
歌

に
て
侍

り
。

こ
れ
を
ば

わ
ざ

と
詠

ま
む

と

す

べ
か
ら
ず
。
稽
古
だ

に
も
入
り
候

へ
ぽ
、
自

然

に
詠

み

い
だ
さ
る
る
事

に
て
候
。

試

み
に

口
語
訳

し
て
置

こ
う
。

そ

も
そ

も
歌

に
お
い
て
秀
逸

の
体

(卓

越

し
た
歌
体
)

と
称
す

る
に
足

る
姿

は
、

(
縁
語
、
掛

詞
な
ど

の
〉
修
辞
技

法
を
も
突
き
抜

け

て
、
修
辞
技
法

に

こ
だ
わ
る

こ
と

の
な

い
も

の
で
、
今
述

べ
た
十
体

(
幽
玄
様
、
事
可
然
様
以
下

の
十

の
歌
体
)

の
中

の
ど

の
体

に
該
当
す

る
と
も
思

わ
れ

な

い
で
、
そ

の
く

せ
、
そ

の
十

の
姿

を
み
な
包
摂

し
て

い
る
よ
う

に
思
わ
れ
て
、
余
情

が
浮

ん
で
、
作
者

の
真
実

な
感
動
が
詠
歌
対
象

の
中

に
、

い
わ
ば
直
線

的

に
そ

の
ま
ま
詠

み
込
ま
れ

て

い
て
、
衣
冠

を
き

ち
ん
と
着

用

し
た
人
を
見

る

よ
う
な
気
持

の
す
る
歌

で
あ

り
ま
し

ょ
う
。
普
通
人

々
が
秀
逸

の
体

と
心
得

て
お
り
ま
す
歌

は
、
詞

の
織

り
な
す
美

し
さ
を
全

然
も

た
な

い
歌

で
、

(何

ら
沈
思
す

る
こ
と
も

な
く
)
す
ら
す
ら
と
詠

ん
で
、

(
詠
歌
対
象

の
本
意
i

美
的
真
実
1

に
ま
で
滲
透
す

る
)

作

者

の
心

の
深

ま

り

は
見

ら

れ
ず

、

格

調

の
強

さ

を

も

っ
て

い
る
歌

だ

け

を
、

誰

も
彼

も

が

言

い
な

ら

わ

し

て

お
り

ま
す

が

、

そ

れ

は
間

違

っ
た

こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す

。

こ

の
よ
う

な

歌

を

他

な

ら

ぬ
秀
逸

の
体

と
申

す

こ
と
が

で
き

る

と

し

た
な

ら
、

そ

ん

な
も

の

は

い
く

ら

で
も
詠

む
歌

ご

と

に
も
詠

め
そ

う

で
ご
ざ

い
ま
す

。

詠

吟

し

た
場
合

の
調

べ

の
美

し
さ

が

も

う

こ
れ
以

上

は

一
歩

も
進

め

な

い
と

い
う

と

こ
ろ

ま

で
完

全

に
整

い
、

心

の
は

た

ら
き

が
澄

み

わ

た

っ
た
、

そ

の
意

識

を

越

え

た
澄

心

の
境

地

か
ら

、
現

在

あ

れ

こ
れ

誰

も
彼

も
が

安

直

に
使

用
す

る
趣

向

な
ど

で

は
な

く

て
、

に
わ

か

に
、

現

代

流

行

の
趣
向

と

は
無

関

係

な

と

こ
ろ

か

ら
、

や

す

や
す

と
詠

出

し
た
歌

の
中

に
、

い
か

に
も

秀

逸

の
体

は
あ

る

こ
と

で
ご
ざ

い
ま

し

ょ
う

。

そ

の
秀

逸

の
体

は
、

何

は
さ

て

お

い
て

藤

原

定

家

論

覚

え

書
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も
、

(
詠
歌
対
象

の
本
意

に
ま
で
滲
透
す

る
)
作
者

の
心

の
深
ま
り

の
は

っ
き

り
と
感
得

さ
れ
る
体

で
あ

っ
て
、
格
調

の
強

さ
を
も

ち
、

一
首

の
趣
向

は
巧
み

で
あ

り
、
心

は
詞

の
外

に
ま
で
余

っ
て
い
る
よ
う

で
、
姿

は
気
品

を
保

ち
、
用
詞

は
普
通

の
こ
と
で
は
続

け
ら
れ
な

い
の
だ
が
、

そ

の
く

せ
、
耳

に
す

れ
ば

や
す

や
す

と
聞
え
る
よ
う
で
面
白
く
、

か
す

か
な
景
象

の
趣
が

一
首
に
立

ち
添

っ

て
、

(
眼
前

に
彷
彿
す
る
)

面
影

は
尋
常

の
も

の
で
は
な
く
、

一
首

に
形
象
化
さ
れ

た
内
容

は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

そ
れ

に
こ
め
た

作
者

の
詩
的
感
動
も
揺
が

ぬ
歌

(
詠
歌
対
象

を
確
実

に
詠

み
捉
え
、
作
者

の

詩
的
感
動
を
そ

こ
に

深
く
ど

っ
し
り
と

詠

み
込
ん
だ

歌
)

で
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
秀
逸

の
体
を
意
識

し
て
詠
も
う
と
し
て
は
な

り
ま

せ
ん
。
稽
古

さ
え
積

み
重
ね
ま
す

と
、
自

然
に
詠

出

で
き
る
事

で
あ
り
ま
す

。

右

に
述

べ
ら
れ
た
定
家

の
秀
逸
体
観

で
、
注
意
さ
れ
る

こ
と

の
第

一
は
、

そ
れ
が

「
萬
機
を
も

抜
け

て
、
も

の
に

と
ど

こ
ほ
ら
ず

」

「
詠
吟
事

き

は
ま
り
、
案
性
澄

み
わ
た
れ

る
中

よ
り
、
今

と
か
く
も

て
あ

つ
か
ふ
風
情

に
て
は
な
く
て
、

に
は
か
に
傍

よ
り
や
す

や
す

と

し
て
」
詠
出

さ
れ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
秀
歌
を
詠
ま
ん
と
す

る
巧

み
は
そ

の
巧

み
に
と
ら
わ
れ
、
修
辞
技
法

の
わ
な

に
か
ら
ま

っ
て
空

廻

り
を
す

る
。

そ
れ
は
調

べ
の
美

し
さ
を
完

全

に
整

え
る

こ
と

に
よ
り
、
技
法

を
越
え

た
澄
心

の
境

位
が

ひ
ら
け
、
そ

の
世
界

で
秀
逸
体

が

お
の
ず

か
ら

に
詠
出
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。

「
詠
吟
」
そ

の
も

の
は
技
法

の

一
種

で
あ
り
、
意
識

の
世
界

の
も

の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ

が

「
事

き

は
ま
る
」

こ
と

で
、
次

の

「
案
性

澄

み
わ
た
る
」
世
界

に
入
り
込

み
、
そ

の
意
識
を
越

え
た
世

界
で
秀
逸

体
が
詠

ま
れ
る
と

し

て

い
る
。

「
詠

吟
」

の
は
た
ら
き

を

こ
れ

ほ
ど

に
ま

で
重
視

し
、

こ
れ
を
介

し
て

の
澄

心
の
境

位

で
始

め
て
秀
逸
体

の
生

み
落

さ
れ

る

こ

と
を
確
実

に
見
抜

い
た

こ
と
、

こ
れ

は
実

作

の
体
験
が
見
抜

か
せ
た
詠
歌

の
智
恵

で
あ
ろ
う
。
清
輔

も
袋
草
紙

で

「
思

ふ
ま
ま

の
事

を
ば

陳

べ
、
自

然

に
秀
歌

に
し
て
あ

る
な

り
」

と
言

い
、
俊
恵
も
無
名
抄

の
中

で

「
お

の
つ

か
ら
寄

り
来

る

こ
と
を
安

ら

か
に
い

へ
る
が
秀
歌

に
て

は
侍

る
な
り
」
と
言

っ
て

い
る
。
秀
歌

す
な
わ
ち
秀
逸
体

は
あ
く
ま
で
も
自

然
に
、
技
法
を
越

え
た
安

ら
か
さ

の
中

で
生

み
落

さ
れ

一一10一



る

こ
と
に
先
人
も
気
付

い
て
い
た
。

し
か
し
、
定
家

ほ
ど
秀
逸

体

の
生
み
落

さ
れ

る
詠
歌

主
体

の
表
現

の
機
微

を
見
定

め
て
は

い
な
か

っ

た
よ
う
に
思
う
。

次

に
注
意
さ
れ
る

こ
と
は
、
秀
逸
体

は
対
立
す
る
要
素

を
止
揚

し
た
形

で
定
家

の
脳
裡

に
捉
え
ら
れ
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。

「
十
体

の

中

の

い
つ
れ

の
体
と
も
見

え
ず

し
て
、

し
か
も
其
姿

を
み
な
さ
し
は
さ

め
る
や
う

に
覚

え
て
、
余
情
浮

び
て
、
心
直
く
、
衣
冠
正

し
き
人

を
見

る
心
地
す

る
」
秀
逸
体

は

「
ま
つ
心
深
く
、
た
け
た
か
く
、

た
く

み
に
、

詞

の
外
ま

で
余

れ
る
や
う

に
て
、
姿

け
だ
か
く
、
詞
な

べ

て

つ
づ
け
が

た
き
が
、

し
か
も

や
す

ら
か

に
聞
ゆ
る
や
う

に
て
面

白
く
、

か
す

か
な
る
景
趣
立

ち
添

ひ
て
、
面
影

た
だ
な
ら
ず
、
け

し
き

は
さ
る
か
ら
、
心
も
そ
ぞ

ろ
か
ぬ
歌

」
で
あ

っ
た
こ
と

で
あ
る
。
定
家

の
脳
裡

に
あ

っ
た
秀
逸
体

の
構
成
要
素
が
対
立
す
る
も

の
で
あ

っ

た

こ
と
は
、

口
語
訳
を
読

み
返
し
て

い
た
だ
け
ば
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
対
立
す

る
要
素

を
止
揚

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
全

一
な
も

の
を
把
握

す

る

の
は
禅
宗

の
思
考
方
法

で
あ

る
が
、
当
時

の
貴
族

に
は
禅
宗

は
滲
透

し
て
い
な
か

っ
た

の
で
、
彼

等

は
天
台
宗

の
止
観

の
思
考
方

法

か
ら

こ
れ
を
学

ん
だ
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
定
家

の
父
俊
成
も
、
歌

は

「
艶

に
も
を

か
し
く
も
」

(
民
部
卿
家
歌
合
)
「
な
に
と
な
く
艶

に

も
あ

は
れ

に
も
」
(
古
来
風
体
抄
)

「
な

に
と
な
く
艶

に
も
幽
玄

に
も
」
(
慈
鎮
和
尚

自
歌
合
)
聞

え
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
に
注
意

し
、
対
立

し
た
要
素

を
止
揚

し
た

と

こ
ろ
に
あ
る
べ
き
歌

の
す

が
た
を
思

い
浮

べ
て

い
た

こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

さ
ら

に
こ
の
対
立
的
要
素

を
止

揚

し

た
彼
方

に
明

ら
か
に
さ
れ
た
詠
歌

の
す
が
た
は
、
順
徳
院

の
八
雲
御
抄

の

「
第

一
、
歌

の
よ
き

や
う
は
た
だ
す
ぐ
に
艶
な

る
べ
き

な

り
。

し
か
る
を
此
体
心

に
ま

か
せ
て

い
ひ
が
た
き
故

に
、

心

こ
も
り

て
艶

な
る
は
第

二
な
り
」
あ
た
り
を
通

っ
て
、
定
家

の
子

為
家

の
詠

歌

一
体

に
至
る
と
、
「
す

べ
て
秀
れ
た
る
歌

は
お
も

し
ろ
き
所

な
き

よ
し
申
す

め
り
」
「
す
べ
て
少
し
さ
び

し
き

や
う
な
る
が

お
も
し
ろ
く

て
よ
き
歌

と
聞
ゆ

る
な

り
」
と
断
ぜ
ら
れ
、
行
き
着

く
と

こ
ろ
、
心
敬

僧
都
庭
訓

の

「
無
上

の
よ
き
連
歌

と

い
ふ
は
、
湯
水
な
ど
を
飲

む

ご

と
く
な

り
。

さ

せ
る
味

は
ひ
な
け
れ
ど
も
、

い
つ
聞
く
も
飽

か
ぬ
も

の
な
り
Q
珍

し
き

こ
と
は
う
ち
聞

く

に
面
白
け
れ
ど
も
、

や
が

て

藤

原

定

家

論

覚

え

書
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さ
む

る
も

の
な
り
L

と
な

り
、
定
家

の

「
見
渡

せ
ぽ
花
も
紅
葉
も

な
か
り
け
り
浦

の
苫
屋

の
秋

の
夕
暮
」
を
愛
諦

し
た
紹
鶴

の
茶
道

の
精

神

と
も
通
ず

る
中
世

芸
道

を
貫

通
す
る

「
わ
び
」

の
世
界
が

ひ
ら
け

て
来
る

よ
う

に
思

わ
れ
る
。

第

三
に
注
意
さ
れ

る
こ
と
は
、

こ
の
秀
逸
体

は

「
わ
ざ

と
詠
ま
む
と
す

べ
か
ら
ず
。
稽
古

だ

に
も

入
り
候

へ
ば
、
自

然
に
詠

み
い
だ
さ

る
る
事

に
て
候

」
と
稽
古

に
よ

っ
て

の
み
詠

む

こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て

い
る
こ
と

で
あ
る
。
世
阿
弥

が

「
風
姿
花
伝
」

の
中

の
問
答
条

々

で
、

「
稽
古

に
位
を
心
掛
け

ん

は
、
返

々
叶

ふ
ま
じ
。
位

は
い
よ
い
よ
叶

は
で
、

あ

ま

つ
さ

へ
稽
古

し

つ
る
分
も
下

る
べ
し
。
…
…
稽
古

の
劫

入
り
て
、
垢
落

ち
ぬ
れ
ば
、
此
位
を

の
れ
と
出

で
来

る
事

あ

り
」
と
注
意

し
て

い
た

こ
と
が
思

い
合
わ
さ
れ
る
。
秀
逸
体
も
能

の
位

(
芸
位
)

と
同
様

に
、
「
心
掛

け
て
も
」
得

ら
れ

る
も

の
で
は
な
く
、
「
稽
古

の
劫

入
り
」
(稽
古

に
年
劫

を
積

み
)
「
垢
落
ち

ぬ
れ
ば
」
(
芸

の
垢

が
ぬ
け
き

っ
て
洗
練

さ
れ
て
く

る
と
)
得

よ
う
と
思
わ
な
く

て
も
、
自

然
と
詠
出
さ
れ

る
も

の
な

の
で
あ

り
、
稽
古

に
徹

し
て
得

た

中
世
人

の
智
恵
が

こ
こ
に
も
輝

い
て

い
る
よ
う

に
思

う
。
稽
古

と
は
、
我
流

を
捨

て
て
先
例

に
則

る
こ
と
で
あ

り
、

そ

の
と
お
り
に
学
び

習
う
全
く

の
不
自

由
を
通
し
、
そ
れ
を
突
き
抜

け
る

こ
と

に
よ

っ
て
格
を
打

ち
破

っ
た
絶
対

の
自

由

に
通
じ

る
道
な

の
で
あ

り
、

不
自
由

(
創
意

の
否
定
)

に
徹

し
な
け
れ
ば
自

由

(
真

の
創
意
)

は
得

ら
れ

ぬ
こ
と
を
、
中
世
人

は
稽
古

に
よ

っ
て
身
を
も

っ
て
知

ら
さ
れ

て

い

た
の
で
あ

る
Q

第
四

に
注
意
さ
れ
る

こ
と
は
、
近
代
秀
歌
執
筆
時

の
定
家

の
脳
裡

に
あ

っ
た
秀
逸
体

と
比
較
す

る
と
、
毎
月
抄

の
秀
逸
体

は
明

ら

か
に

新
勅
撰
期

の
定
家

の
歌
観

に
よ

っ
て
か
げ

ら
さ
れ

て
い
る
こ
と

で
あ

プ、9
。
近
代
秀
歌
執
筆
時

の
定
家

の
脳
裡

に
あ

っ
た
秀
逸

体
が
、

「
歌

の
心
巧

み
に
、
た
け
及
び
が

た
く
、
詞

つ
よ
く
、
姿
面
白
く

し
て
、
余
情

妖
艶
な
る
体
」

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
拙
稿

「
近

代
秀
歌
私
見

」

(
国
語

と
国
文
学

・
昭
和

三
十

五
年
十

一
月
)

で
論
述

し
た
。
毎

月
抄

の
秀
逸
体

と
比
較
す
る
と
、
両
者
が
対
立
す

る
要

素

を
止
揚

し
た

か
た
ち
で
掲
げ

ら
れ
て

い
る

こ
と
は
共
通

の
特
色
で
あ

る
。

し
か
し
、

さ
ら

に
詳

細

に

比
較
す

る
と
、

「
歌

の
心
巧

み

一12一



に
」

が

「
た

く

み

に
」

に

(
上
が
近

代

秀

歌

、

下

が

毎

月

抄

。

以
下

同

じ
)
、

「
た
け

及

び

が

た
く

」
が

「
た
け

た
か

く
」

に
、
「
詞

つ
よ

く
」

(
言

い
か
な

え

ら
れ

た
詞
、

す

な

わ

ち

適
確

な

詞

つ
づ
き

を
意

味

す

る
語

)

が

「
詞

な

べ

て

つ
づ
け

が

た
き
が

、

し

か
も

や
す

ら

か

に
聞

ゆ

る

や
う

に

て
」

に
、

「
姿

面

白

く

」

が

詞

つ
づ
き

の

「
面

白

く

」

と

「
姿

け

だ

か
く

」

の

一
部

に
、

そ

の
ま

ま
残

さ

れ

て

い
る

の

に
、
近

代

秀

歌

の
方

の

「
余

情

妖
艶

」

は
、

そ

の
中

の

「
余

情

」

だ
け

は

「
詞

の
外

ま

で
余

れ

る

や

う

に
て
」

と
毎

月

抄

で
も

残

さ

れ

な

が

ら
、

肝

腎

の

「
妖
艶

」

の
要

素
が

毎

月

抄

の
秀

逸

体

の
中

か
ら
全

く
姿

を
消

し

て

い
る

こ
と

に
気

付

く
。

「
妖
艶

」

こ
そ

新

古
今

歌

の

特
徴

を
染

め
あ

げ

る
最

も
強

烈

な

色
素

で
あ

る

こ
と
を

思

え
ば

、

毎

月

抄

の
秀

逸

体

が

新

古

今

的

歌
境

か
ら
脱

け

出

た
定

家

の
新

勅

撰
期

の
歌

観

で

か
げ

ら

さ
れ

て

い
る

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

ろ

う
。

第

五

に
注

意

さ
れ

る

こ
と

は
、
「
そ

の
歌

は
ま

つ

心
深

く
、

た
け

た

か
く
、

…
…

」

の

「
ま

つ
」

で
あ

る
。
「
ま
つ

」

は
、

何

は
さ

て

お

い
て

も
、

の
意

味

で
あ

り
、

秀

逸

体

の
具

備

す

る
条

件

の
最

初

に

「
心
深

く

」

が

あ
げ

ら

れ

て

い
る

こ
と

に
注

目

し

た

い
。

「
心

深

く

」

の
条

件

は
、

同

じ
毎

月

抄

の
有

心
体

を
説

き

明

し

た
箇

所

で
、

「
さ

て
も

、

こ

の
十

体

の
中

に
、

い
つ

れ

も
有

心
体

に
す

ぎ

て
歌

の
本

意

と
存

ず

る
姿

は
侍

ら
ず
。

き

は
め
て

思

ひ
得

が

た

う
候

。

と
ざ

ま

か
う
ざ

ま

に

て

は
、

つ
や

つ
や
続

け

ら

る

べ

か
ら
ず

。

よ
く

よ
く
心

を

澄

ま

し

て
、

そ

の

一
境

に
入

部

し

て

こ
そ
稀

に
も
詠

ま

る

る
事

は
侍

れ
。

さ
れ

ば

、

よ
ろ

し
き

歌

と
申

し
候

は
、

歌

ご

と

に
心

の
深

き

の

み
ぞ

申

し

た

め
る

」

と
あ

り
、
有

心

体

の
性

格

の
要

を

な
す

も

の
で
あ

る
。
毎

月

抄

の
所
説

に
即

し

て
有

心

体

の
性

格

を

究

明
す

る

と
、

結

局

、

そ

れ

が

、

風
体

論

の
野

に
お
け

る
審

美

的

な

様
式

で

は
な

く

し
て
、

表

現

論

の
野

で
捉

え

ら

れ

た

「
心

の
深
き

体

」

で
あ

つ
た

こ

と
、

す

な

わ
ち

、
意

識

を

越

え
た
世

界

(
知

の
入

り

込

め
ぬ
世

界

)

で
、
詠

歌

対

象

の

「
本
意

」

に
ま

で
滲

透

す

る
詠

歌

主

体

の
心

(
表

現

す

る
心

)

の
深

ま

り

の
は

っ
き

り

と
感

ぜ

ら
れ

る

体

で
あ

っ
た

こ
と

は
拙

稿

「
定

家

十

体

の
有

心
様

と
毎

月

抄

の
有

心
体

と

の
関

係

再

考

」

(
国

語

国
文

・
昭

和

三

十

九
年

十

二
月

)

で
明

ら

か

に
し

た

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
点

に
注
意

し

て
、

も

う

一
度

、
毎

月

抄

の
秀
逸

体

藤

原

定

家

論

覚

え

書

一13一



人

文

研

究

第
三
十
四
輯

観
を
振

返
る
と
、
秀
逸
体

は
ま
ず
第

一
に

「
心
深

く
」

の
条
件

に
か
な

う
有
心
体

で
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ

こ
と
を
明
言

し
て

い
る

こ
と
に
気

付

く
。
秀
逸
体

と
有
心
体

と

の
こ
の
緊
密

な
関
係
、

こ
れ

は
偽
作
者

の
よ
く
筆

に
し
得

る

こ
と
で
あ

ろ
う

か
。
鵜
鷺
系
諸
書
が
他

の
論
書

の
記
事

の
寄

せ
集

め
で
あ

り
、
そ

の
間

に
矛
盾

を
来

た
し
た
、
あ

の
偽
作
者

の
筆

と
思

い
合

わ
す
時
、

こ
れ

は
真
作
者

の
筆

だ
け

に
可
能

な

こ
と

で
あ

り
、
毎

月
抄

は
、

そ

の
本
文

の
中

で
、
定
家
十
体
、
詠
歌
大
概
を
自
作

と
し
、
俊
成

を

「
亡
父
卿
」

の
名

で
呼

ぶ
定
家

の
筆

で
あ

る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
示
し
て

い
よ
う
。

「
ま
つ
」

の

一
語

か
ら
、
毎
月
抄

は
定
家

の
真
作

か
、
或

は
後
人

の
偽
作

か
、

と

い
う
学

界

で
ま
だ
決
着

を
見
な

い
難

問
題

に
、
切

り

こ
も
う
と
す

る

の
は
、
無
謀

に
近

い
と
思

う
人
も

お
ろ
う
が
、
難
問
題

の
解

決
に

は
、
時

に

微
小
な
点

が
動

か
ぬ
証
拠

に
な
る

こ
と
も
あ
る

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
筆
者

は
毎

月
抄
を
定
家

の
真
作

と
考
え
る
が
、
そ

の
論
拠

の

一
端

は

「
鵜
鷺

系
偽
書

と
毎

月
抄
」

(
国
語
と
国
文
学

・
昭
和
三
十
年
九
月
)

「
愚
見
抄

は
阿
仏
尼

の
作

か
」
(
言
語

と
文

芸

・
昭
和

三
十

八
年

三
月
)

で
述

べ
た
。
御
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
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